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Bernard　Berelsonの 公共図書館利用者論

一 7痂 働 勉 邸 劭 徽 を中心に一 ＊

吉　田　右 　子
＊ ＊

　公共図書館の 社会的 ・政治的 ・経済的位置づ け を検 証 した 「公共 図 書館調査」 の 中 か ら

図書館利用者 に つ い て の 調査報告書で あ る ベ レ ル ソ ン 〔Bemard 　Berelsen） の ア抽 L伽 α唾

Pubtic　；　A 　RePort　of 　the　Public　Libla，｝，　lngui，：y を検討 した。公共図書館 にお ける オ ピニ オ ン ・リ

ーダー
へ の サービス とい うベ レ ル ソ ン の 主張が い か に して 導か れ た の か を ベ レ ル ソ ン の 研

究背景 を 中心 に 考察 した 結果，ベ レ ル ソ ン は
，
1940年代 の 公共図書館の 利 用 状況を浮か び

上 が らせ る た め に，コ ミ ュ ニ テ ィの 公共図書館以外の情報源を射程 に 入 れ な が ら公共図書

館 の 分析を行 っ て い た こ と，レ ポー
トに は コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン研究 の 手法 と理 念 が 反映 し

て い た こ とが 明らか に な っ た 。
ベ レル ソ ン ・レポ ートの 提言は か な らず し も公 共図書館 の

実践 の 場ヘ ダ イ レ ク トに 影響を及ぼ さなか っ た もの の ，レポ ー
トの 主張 は 公共図書館 の 利

用者につ い て の本質的 な論旨を含み，公共図書館論 と して きわ め て 重要 で あ る 。
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よ しだ 　ゆ うこ　図 書館情報大学

　本稿で は公共図書館利用者に関する調査報告書

で あ る ベ レ ル ソ ン （Bernard　Berelson） の The

Librar：v　ll　Pubtic：A 　RePort〔of 　the　Pubtic　Libra7：y　lnguiTly

（以下 ，
ベ レ ル ソ ン ・レポ ートと略記）を検討する

ユ〕
。

ベ レ ル ソ ン ・レ ポ
ー

トは 1947年か ら開始 された

公共図書館調査 （以下 ，固有名詞 として 他の 図書

館調査 と区別する た め に 「公共図書館調査」 とす

る）の 成果報告書と して 刊行された著作の
一

つ で

ある 。
ベ レ ル ソ ン は こ の レポー

トで ，公共図書館

の 利用実態が示す利用者グル ープ の 偏 りを ， 複数

の 調査デ
ー

タ を用 い て 図書館関係者に 明確 に 提示

した 。

　ベ レ ル ソ ン ・レ ポ ー トに つ い て は多 くの 先行研

究が すで に 存在す る 。 Libraries＆ Cultun ？は 1994

年 に 「公 共図書館調 査」につ い て の 特集号を組み
2〕

，

その 中で レ イ バ ー （Douglas 　Raber） と マ ッ ク

（Mary 　Nites　Maack ）に よる論文 は， ベ レ ル ソ

ン ・レ ポー トを 「公共図書館調査」全体で 最 も議

論 を呼 び 起 こ した論文 と して 位置づ け て い る
3〕

。
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またマ ッ ク の 別の 論文に お い て，公共図書館界が

同 レ ポー トを批判 の 対象と して 意識する こ とで
，

自らの 運営方針 を模索 して きた過程が論 じられ て

い る
41

。 1997年には ，レ イバ ー
が 「公共図書館 調

査」 を め ぐる 政治的イ デ オ ロ ギ ーに焦点をあて た

論考 を発表 し，ベ レル ソ ン ・レポー トに つ い て 言

及 して い る
5）

。 わが 国にお い て も川崎良孝が
，

ベ

レル ソ ン ・レポー トを詳細 に検討 し，ベ レ ル ソ ン

調査以 降に行 われ た公 共 図書館調査 につ い て 参照

しなが ら，彼の 著作 が図書館調査の
一

つ の 系譜 を

形成 して い る こ とを指摘 した
6）

。

　ウ ィ リ ァ ム ズ （Patrick　Williams）は 『ア メ リカ

公共図書館 史 1841年一 1987年』 に お い て 「公共

図書館調査」に
・一

章を当て て こ の 大規模 な企図に

つ い て 批判的に論 じる中で
，

ベ レ ル ソ ン の著作に

つ い て も言及 して い る 。 彼は，「公共 図書館調査」

が公共図書館の 成人教育にお ける役割 を明確 に し

重要性を引 き出す もの と して 期待 され て い た に も

かかわ らず ，
こ れ に反 して 教育的機関 である こ と

を主要な 目標 とす る こ とは困難で ある との 結果を

導き出した と分析する 。 そ して ベ レ ル ソ ン の 調査

デ
ータ が 公共図書館の 実際の 状況 を明 らか にする

一
方で ，公共図書館に 対する大胆な改革 を提唱 し

て い たた め に ， 実践の 場か ら批判 された経緯 を詳

細 に描 き出 して い る
7｝

。

　上記の 先行研究は，い ずれ もベ レ ル ソ ン の 図書

館論が公共図書館 の 実践 に対 し実質的には影響を

及ぼ さなか っ た こ とを指摘 して い る
8｝

。 しか し同

時代の 実践へ の 影響力 の み を図書館論の 評価軸 と

して とらえる の は妥当で は ない
。 特 に公 共図書館

論が実践 に対 して 与 える影響は ，図書館活動へ の

実質的な示唆に とど まらず ， 理論その もの が批判

の 対象 として 存在す るこ とで 実践活動に与 える刺

激 を も含めて考慮すべ きであろ う
9〕

。

　本稿は ，ベ レ ル ソ ン ・レ ポ
ー

トの 特徴 を図書館

研究 と並行 して コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン研究 を行 っ て

い た べ レ ル ソ ン 個人 の 研究背景か ら探 りだそ うと

試み る もの で ある 。 特 に ベ レ ル ソ ン が マ ス ・メ デ

ィ ア を含めた コ ミュ ニ テ ィ の 様 々 な情報源 を公共

図書館分析 の ため の 比較対象 と して 重視 し，コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン 研究 の 手法を図書館分析 に 適用 し

て い た点に着 目 して考察 を進め る 。
ベ レル ソ ン ・

レポー トとその 母体で ある 「公共図書館調査」に
，

マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究の 枠組みが援用 さ

れて い たこ とは
， すで に レイ バ ー

と マ ッ ク に よ っ

て 指摘 され て い る
10）

。
レ イ バ ー

ら は マ ス ・コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 研 究 と の 関係性 を複数の 要因か ら指

摘 して い る 。 直接的なか かわ りとして マ ス ・コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究者の 「公共図書館調査」へ の 起

用が あ っ た
1D

。 また調査責任者 の リ
ー

（Robert

D ．Leigh ）は
，

マ ス ・メ デ ィ ア の 性質を見極め な

が ら公共図 書館分析 を行 うよ う「公共図書館調査」

全体 を設計 して い た
12｝

。

　一方，
ベ レ ル ソ ン が 図書館研究 をス タ ー トさせ

た シ カ ゴ 大学 大 学 院 ラ イブ ラ リー ・ス ク
ー

ル

（Graduate　Library　Schoo豆，以 下 GLS と略記）に

お い て 行 わ れ て い た 読書研 究が
，

1940年代 に は

マ ス
・
メ デ ィ アを視野 に 入れ た メ デ ィ ア の 比較研

究 へ と発展 して い た 。 シカ ゴ の 読書研究 を先導 し

て い た ウ ェ イプ ル ズ （Douglas　Waples ＞は べ レ ル

ソ ン の 指導教官で あ っ た 。
ベ レ ル ソ ン は研究テ

ー

マ として パ ブ リ ッ ク ・オ ピニ オ ン に つ い て の 比較

研究 を選択 し，本格的に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 研究

に取り組 み 始め る の で ある
ユ3〕

。 レ イ バ ー
ら の 先行

研究 に よ っ て ，ベ レル ソ ン
・

レポー トが コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 研究 とかか わ っ て い た こ とが明 らか に

さ れ た 。 さ ら に こ れ らの 先行研究は 「公共図書館

調査」自体が 同時代の マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン

の 構造 を視野 に入れ ， 新 し い コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン ・メ デ ィ ア が市民生 活へ 浸透 して い く環境 を考

慮 しなが ら公 共図書館 を分析 して い た こ とを示唆

する もの であ っ た
ユ4〕

。

　 本研 究は レ イ バ ーら の 指摘 を立脚 点 と し た上

で ，ベ レ ル ソ ン ・レ ポー トに あ らわれ る彼の コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン研究 の 影響 を明 らか に しようとす

る もの であ る 。 この試み に よ っ て ベ レ ル ソ ン の 公

共 図書館論 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研 究の 関係性 に

つ い て の 論点をさ らに深め る こ とを本研 究の 目的

とする 。 構成 は以下 の 通 りで あ る
。 まず レ ポー ト

の 母体 とな っ た 「公共図書館調査」 を概観する。

続 い て レ ポ ートの 内容 を検討 し，ベ レ ル ソ ン の 公

共図書館利 用者論 の 全体像 を明 らかにす る 。 次 に

ベ レ ル ソ ン の もう
一

つ の 専門領域で あ る コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン研 究の 方法論 と研究成果が ，レポー
ト

に どの よ うに と りこ まれ て い た の か を考察す る 。
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L 「公共図書館調査」とべ レ ル ソ ン ・レポート

　本章で は べ レ ル ソ ン ・レ ポ
ー

トを産み 出す きっ

か け とな っ た 「公共図書館調査」に つ い て言及 し，

レ ポ ー トの 研究方法に つ い て論じる。

L1　「公共図書館調査」

　「公共図書館調査」は 1947年から 二 年間の 歳月

をか け て ALA の 主導で 行わ れ た大規模 な プ ロ ジ

ェ ク トで ある 。 調査 の 目的 は，知識や情報 に対す

る社会の 要求や多様化す る利用者 ニ ーズ ，さ らに

は民主主義的な生活様式と公共図書館の 関係 に焦

点 をあて て
， 公共図書館の 役割 を再検証 し， 公共

図書館活動をと りまく状況や 図書館サ
ー

ビ ス の 有

効性 を探 る こ と に あ っ た 。 「公共図書館調査」の

結果は利用者，専門職員 ， 管理運営 ， 資料など の

個別テ
ー

マ に関す る 七 つ の 報告書に よ っ て そ の 成

果が世に 問われ，ベ レル ソ ン ・レポートはその 中

の
一

つ で あ っ た 。 調査代表者の リーは 1950年に，

「公共図書館調 査」 総合 報告書で ある The・Public

Library　in　the　United　States：   6　G伽 〃 α’聯 硼 r 〔ゾ伽

Pubtic　Librar：p　lnquiT：vをまとめた 。

1．2 調査方法

　 ベ レ ル ソ ン ・レ ポー トは，公 共図書館にお ける

利用者行動 に関す る先行研 究 と， 「公共図書館調

査」 の ため に行わ れた オ リジナル な図書館利用調

査の デ ータ をベ レ ル ソ ン が総括 し，公共図書館 の

利用の 概 況 を論 じた もの であ る 。 先行研 究 に は

1930年か ら 1947 年の 図書館調査 が 含 まれ て い

た 。 レ ポ
ー

トにお い て頻繁に参照 された の は
，

以

下 の 四 つ の 調査デ
ータ で あ っ た 。

　（1）1947年 に 152館 の 公共 図書館 を対 象に行

　　　い ，110館か ら回答 を得た べ レ ル ソ ン に よ

　　　る公共図書館調査 。

　（2）ア メ リ カ教育局図書館サ ービス 部 （Library

　 　 　 Service 　 Division 　 of 　 the 　 U ，S．　 Office　 of

　　　Education） に よ る Public　Library　Statisties

　　　 1944−1945か ら の デ
ー

タ 。

　（3）ニ ュ
ージ ャ

ージ州 モ ン トク レ ア 公 共図書館

　　　の 1945年及び 1947年の 貸出記録デ
ータ 。

　（4） ミ シ ガ ン 大学調 査研 究セ ン タ ー （Survey

吉田 ：Barnard　Berelsonの 公共図書館利 用 者論　157

　　　Research　Center　of 　 the 　University 　of

　　　Michigan ，
以下 SRC と略記）に よる 「公共

　　　図書館調査」。

　（4） は 1947年 10月 か ら 11 月 に か け て 延 べ

1，151人に イン タ ビ ュ
ー

が行われ た全国調査で あ

る 。 この 調査 に よ っ て成人の 公共図書館利用と新

聞，ラジオ ， 雑誌 ， 映画など図書館以外 の メ デ ィ

ア の利用 との 比較 デ
ー

タが 得 られた 。 なおこ の 調

査結果は 1950年 にキ ャ ン ベ ル （Angus 　Campbell）

に よ っ て Pubtic　Useσ 伽 Librarジ and 　of 　Other

Sources　of　lnformationに まとめ られ た
15］

o 上記の 複

数の調査デ
ー

タを分析材料 として ，ベ レル ソ ン は

ア メ リカ に おける公 共図書館と図書の 利用 に関す

る総合的状況を明 ら か に し よ うと試み た の で あ

る。

2．ベ レ ル ソ ン の 公共図書館利用者論

　本章で は べ レ ル ソ ン ・レポー
トの 具体的な内容

を通 して ，
ベ レ ル ソ ン の 公共図書館利用者論に つ

い て まとめ る 。

　ベ レル ソ ン ・レポー
トで は

， 公共図書館の 利用

が他の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・メ デ ィ ア （図書，雑

誌 ， 新聞 ， 映画
，

ラ ジ オ）の 利用 と対比 しつ つ 考

察された 。
ベ レ ル ソ ン は公共図書館を コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン ・プ ロ セ ス の
一

部 と して と らえ， メデ ィ

ア利用の マ ク ロ な状況 を把握する こ とが公共図書

館の 社会的位置づ けを見定め て い く上 で 適正な視

点を与える と認識 して い た
】61

。

　 1947年の SRC 調査は 他の メ デ ィ ア の 利用 と比

べ て 読書 人口 が 相対的に限定され て い る こ とを顕

著に 示 して い た 。 読書を行 うグ ル ープ （以下 ， 読

者層 とす る）は非読者層 よ りも各種 メ デ ィ ア の 利

用が高か っ た 。
つ ま り読者層は メ デ ィ ア 全般 に対

して関心 が高 く，か つ メ デ ィ ア に対 して高 い 意識

を持 つ 人々 で あ る こ とが 明 らか に され て い た
17）

。

一方，公 共図書館 を一
ヶ 月に 1 回以上 利用す る の

は成人で 10 ％
， 児童 で 33 ％ で あ っ た 。 公共図書

館利 用 者 は多様な コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 手段を駆使

して メ デ ィ ア へ の接触 を積極的に 行 うコ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ・エ リ

ー トで ある こ とが ， 彼 らの 図書館

以外 の 情報源利用につ い て の デ ータ か ら導 き出さ

れ た
18〕

。 また SRC 調査 か らは，利用者が 公共図
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書館にお い て 特定の 情報を得 ようとする姿勢は弱

い こ とが示 され ，公共図書館 を情報源 と して とら

え る こ とは現実的で な い こ とが判明 した
19》

。

　公共図書館 の 利 用状 況 に つ い て 概 要を提示 した

べ レ ル ソ ン は
，

よ り具体的なデ ータ分析へ と議論

を進め た 。 登録者の 中核は児童，青少年で あ り，

貸出数の 50％以 一ヒが こ の 層 に よ っ て 占め られて

い た 。 利用者の 3／4 は 35 才 以下で
，

ア メ リ カ の

公共図書館は実質的 に若年層 の ため の 機関 として

存在 して い た
20｝

。 また公共図書館の 利用が 教育 レ

ベ ル と深 くかか わる こ と も明らか に された 。 まず

図書館へ の 登録そ の もの が学歴 と密接 に関係して

い た 。 読書習慣 の確立及び読書技術の 向上 に関 し

て も教育に依存する要素が 大きか っ た
2n

。 白人は

黒人よ りも利用率が高 く都市 の 方が 非都市地域 よ

りも公共図書館利用率が高 い 理由は，教育環境 に

よる もの で あ っ た
22）

。

　ベ レ ル ソ ン は コ ミュ ニ テ ィ に存在する オ ピニ オ

ン ・リー
ダ
ー

と図書館利用者の 関係性に言 及 し，

図書館利用者が こ の グ ル ープと重複 して い る こ と

を指摘 した 。 オ ピニ オ ン ・リ ーダ
ー

の 意見や 判断

は コ ミ ュ ニ テ ィ にお い て 尊重 され る ことか ら，図

書館利用者は コ ミュ ニ テ ィ の 他の メ ン バ ーへ 影響

力が強 い グ ル
ー

プ として み なす こ とが で きる 。 た

だ しベ レ ル ソ ン は 政治的関心 の 高 さよ りもコ ミ ュ

ニ テ ィ内の 広範囲に及ぶ 文化活動へ の 積極 的な取

り組み に よ っ て 特徴づ け られ る社会意識の 高 さ

に，オ ピ ニ オ ン
・
リ
ーダ ーの 要件 を見 い だ して い

た
23］

。

　次に ベ レ ル ソ ン は 公共図書館の 機能の 検討を行

っ た 。 調査の 結果か らは公共図書館の 主 な業務が

貸出 と レ フ ァ レ ン ス にある こ とが 明 らか に な っ て

い た 。 貸出資料 の 60％か ら 65％は フ ィ クシ ョ ン

で あ っ た 。

一・
方 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン は 貸出率 こ そ低

か っ た もの の ，幅広 い 領域か ら平均的に借 出が あ

り，

一
定量 の 貸 出数が維持 され て い た 。 しか も ノ

ン フ ィ ク シ ョ ン の 借 り手は ある 程 度固 定的 で あ

り，そ の 内訳は学生 ，高学歴 者，専 門職 グル ープ

か らなる こ とが 判明 した 。 貸出デ
ー

タは公共図書

館が ノ ン フ ィ ク シ ョ ン資料の 供給に お い て
一

定の

役割 を担 っ て い る こ とを示す もの で あ っ た 。 しか

しなが ら実際 の 貸出数 を分析する と，所蔵 の 約半

数が ノ ン フ ィ ク シ ョ ン で あ りなが ら，貸 出の 2／3

が フ ィ ク シ ョ ン で あ っ た 。 こ れ は図書館蔵書の 中

で フ ィ ク シ ョ ン の 利 用率が 高い こ と を示 し て お

り，
ノ ン フ ィ ク シ ョ ン と フ ィ ク シ ョ ン の 全所蔵に

お ける割 合が ，貸出数に お ける割合 と合致 して い

ない こ とが判 明した
24〕
。

　伝統的な図書館サ ービ ス に加えて公共図書館 で

は 1920 年代 か ら職業上 の 昇進，自己研鑽 を目的

と して 読書 カ ウ ン セ リ ン グ をは じめ て い た。
こ れ

が 1940 年代 に は市民の 読書活動に 有益 な指針 を

与 えるサ
ービ ス として定着 して い た 。 好 景気 に は

一
般的な教養 を高め る た め の ア ドバ イ ス が求め ら

れ，不景気に は職業教育にかかわ る相談が増加す

る など，読書 カ ウ ン セ リ ン グ にお け るテ
ー

マ は社

会動向を直接 反映 して い た 。
ベ レ ル ソ ン の 分析 に

よれ ば，こ の ような図書館専門職 に よる図書選択

ア ドバ イス は市民の 読書行動へ ほ とん ど影響 を与

え て い なか っ た 。 ただ し影響 力が ない に もかかわ

らず ， 図書館員 に対 して図書及び情報ア ドバ イザ

ーと して の役割が強 く期待 され て い る こ とを調査

デ
ー

タは明確に示 した
251

。

　常に新 しい サ
ービ ス へ の模索 を続け て きた ア メ

リカ公共 図書館 にお い て ，調査時点で 図書供給以

外の サ
ービ ス と して映画 会 ， 映像資料 ・レコ

ー
ド

の 貸出
， 学習グ ル ープ の組織化 ， 集会な ど の 企画

が試み られて い た。図書館員は新た なサ
ービ ス が

図書館利用者 を開拓する手段 になる こ とを期待 し

て い た 。 しか しベ レ ル ソ ン は こ の ような実験的サ

ービ ス は新規 の 図書館利用者 の 獲得には結びつ い

て い な い と結論づ けた 。 調査デ ー
タか ら公共図書

館の 新企 画が ，現実 に は非利用者 を図書館 へ と引

きつ ける効果を持 つ と い うよ りはむ しろ ，既存 の

利用者の ため の 補助的サ ービ ス と なっ て い る こ と

が明 らか に されたか らで あ る
26〕

。

　1946年の 世論調査セ ン タ
ー

（National 　Opinion

Research　Center）の 行 っ た調査 は，公共 図書館

に対する市民の 認識 に問題が ある こ とを浮かび上

が らせ た。公共図書館 の 財源 につ い て は 回答者 の

うち 33 ％ の み が理 解 して い た に す ぎず，図書館

が貸出サ
ービ ス 以外 の サ

ービ ス を行 うこ とを知 っ

て い た の は わずか 40 ％ に す ぎなか っ た 。 市民 に

は公共図書館 に対す る基本的知識が な く，そ の こ

とは公共図書館を利用する様 々 な場面に 深刻 な影

響を及ぼ して い た 。 ただ し図書館 の 機能や サ
ービ
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ス 内容へ の 理解 とは別の レベ ル で
，

市民は コ ミュ

ニ テ ィ に おける図書館の存在そ の もの に つ い て は

支持 して い た 。 同調査の 質問項 目で あ っ た 「図書

館の 存在 の 有無 は個入に とっ て 影響が ある の か
，

ある い は コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て 影響が あ る の か」

に対 し，80％ 近 くの 回答者が 「公共図 書館の 不

在は ， 個人に で はな くコ ミュ ニ テ ィ に影響 を与え

る」 と答え て い る 。 公共図書館は コ ミ ュ ニ テ ィ の

持つ べ き象徴的存在 と して 肯定的に と らえ られて

い た の で ある
27）

。

　次に ベ レ ル ソ ン は メ デ ィ ア の 種別に よる利用特

性 を論 じた 。 1947年の SRC 調査は新 聞，ラジ オ，

雑誌，映画に は多くの 受 け手が お り，
こ れ らの メ

デ ィ ア へ の 接触に 集中傾向は見られ な い の に対

し，読書 に関 して は 70 ％ の 読書 を総 人口 の 10％

がおこ な っ て お り，図書 は 受け手総数の 少 ない 集

中度の高い メ デ ィ ア で ある こ とを明らか に した
28）

。

図書館 の 利用 に 関 して は
，

借 り手の 5％が全貸出

の 40％ を占め ，さ らに 20％ の 借 り手が全貸 出 の

75％ を 占め て お り少数の 利用者 に 集中 して い た 。

つ まり公共図書館はそ の 資源 とサービ ス を潜在的

利用者の 中 の 特定 グル ープ に しか提供 して い ない

こ とが 明 らかにな っ た 。
ベ レ ル ソ ン は公共図書館

の 実質 的な利用者を ヘ ビー ・ユ ーザ ーと呼称 し

て ，女性，30才 以上
，

カ レ ッ ジ卒業以 上 ，専 門

職と い っ た要素 に よ っ て 特徴づ け られ るそ の 存在

を特定化 した
29
’，
。

　 ベ レ ル ソ ン は公共図書館利用 をめ ぐる議論の前

提 となる社会的背景 に つ い て，余暇時間の 増大が

マ ス ・メ デ ィ ア へ の 接触時間 を増加 させ た事実 を

強 調 した
。

メ デ ィ ア の 中で も ラ ジオ と新聞が よ り

ポ ピ ュ ラーな存在とな り，読書 は専 門的 ・知的な

活動 と して ，もはや少数派の み から支持 される メ

デ ィ ア に な っ て い た
3°〕

。 そ の
一方で 公共図書館は

コ ミ ュ ニ テ ィ にお い て市民が 誇 る 公共機 関であ

り，市民は公共図書館 を利用 しな い に もかかわ ら

ず是認 し，積極的に支 えよ うと して い た 。 公共図

書館は市民の 知的活動の 中心的機関 として認識 さ

れ，図書館の 持 つ 教育機関 と して の 性質が図書館

の 存在意義 を確た る もの に して い た 。学校 ， 教会，

会社 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ の 他の 機関 と比 較して も公

共図書館は世論 に よる高い 支持率 を保持 して い た

の で あ る
3］’i

。 しか しなが ら実際に 自主的に 図書館
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を利用 して い るの は， コ ミュ ニ テ ィ の 情報源すべ

て に わた っ て関心 を寄せ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・

エ リ
ー トと呼 ぶ べ き人 々 で あ っ た

。 しか も彼ら は

コ ミ ュ ニ テ ィ の 他 の メ ン バ ー
に対 して 強 い 影響力

を持 つ オ ピニ オ ン ・リー
ダ
ー

で ある。こ うした現

実か ら浮か び上が っ て くる の は少数グ ル ープ へ の

サービ ス 機関 として の公共図書館 の姿で あ っ た
32J

。

　ゆ えにベ レ ル ソ ン は，成人 の 図書館利用者は コ

ミ ュ ニ テ ィ に おけ る少数の 特定 グ ル ープ で ある と

認識 して ，
こ の 事実か ら図書館サ

ービ ス をス ター

トさせ るべ きである と主張 した 。 彼は コ ミ ュ ニ テ

ィ に存在するすべ て の 機関が 多数派の 利用者 を引

きつ け て い る わ けで は な い と した上 で ，公共図書

館の 役割は コ ミ ュ ニ テ ィ 構成員すべ て にその サ ー

ビ ス を到達 させ る こ とで はな く， 堅実で 文化意識

の 高 い メ ン バ ー
にサ ービ ス を提供す る こ とにある

と結論づ けた 。
ベ レ ル ソ ン は少数の 確固たる利用

者 へ と図書館がサ
ービ ス 対象を移行す る こ とは，

図書館の 存在意義を真 の 図書館実践 の た め に再定

義す る こ とで あるの に対 し， コ ミ ュ ニ テ ィ構成員

す べ て に向けて サ ービ ス を行お うとする こ とは，

図書館界に失望 とサ
ー

ビス の 質の 低下 をもた らす

もの で ある と論じた 。 彼は 少数の利用者に 質の 高

い サ
ービ ス を供給する こ とで ，図書館の威信が失わ

れる ようなこ とはな く，長期的にみれ ばこ の よ うな

サ
ービ ス 戦略が ，コ ミ ュ ニ テ ィ の 図書館へ の 関心

を高め る こ とになる とい う信念を持 っ て い た
3’e）
。

　次に ベ レ ル ソ ン は公共図書館が娯楽図書の 供給

機関になる べ きか否かにつ い て 論 じた 。 こ の 問題

に つ い て は
，

公 共図書館が公的財源 によ っ て運営

されて い る事実を重視 して，市民の 要求を最大限

に受け入れ る方向 と， 娯楽図書入手 ル
ー

トを コ ミ

ュ ニ テ ィ の 別の 供給源に 求め ，図書館は こ れらの

資料を受け入 れ ない 立場があ りえた 。
ベ レ ル ソ ン

は もし後者の 考え方を適用 して 公共図書館 か ら娯

楽図書 を全面的 に引 き上 げる こ と に なれ ば
， 図書

館 はその 利用者の 多 くを失 うことにな ろ うと述べ

た 。 しか しそれで もなお 公共図書館は
， 図書館 の

真の 利用者で あ り続け よ うとする 人 々 に対する サ

ービ ス の 質を改善 して い くこ と に よ っ て ，失 われ

た利用者の 代償を得 るこ とが で きる と して ， 公共

図書館 は利用 者の 増大 よ りも蔵書の 質を重視すべ

きだ と指摘 した
34）

。
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　 また べ レ ル ソ ン は公共図書館が娯楽的領域 に お

い て マ ス ・メ デ ィ ア と競合する可 能性 を示唆する

一
方で ， 公共図書館は知識が 蓄積 され た文化的資

料の た め の 宝庫 と して コ ミュ ニ テ ィ唯一の 場所で

あ り，公共図書館資料の 収書範囲が他の情報源 に

は追従 を許 さない レベ ル を保持 して い る こ とを強

調 した 。 軽 読書の た め の 資料供給は商業的メ デ ィ

ア に まかせ ，公共図書館 はあ くまで も堅実な文化

的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に没頭すべ きで ある と述べ

た
35）

。

　 図書館利用者 に つ い て の 考察の 過程で ベ レ ル ソ

ン は報告書の タ イ トル The　Library　’s　Public に も言

及 して い る 。
ベ レ ル ソ ン は「図書館の公衆」とい っ

た こ とば は存在 しな い と述 べ
，

こ の タ イ トル が真

の 意味で は誤称なの だとする 。 彼 は誤称 とする理

由 を二 点か ら説明 した 。 まず一番 目に， コ ミ ュ ニ

テ ィ の 構成員は法的な意味に お い て の み 図書館の

公衆で あ り，グ ル ープ全体 の 意識 と して は 必ず し

も全員が 図書館の 公 衆に 該当 しない 。つ まり有資

格者は図書館を利用 す る資格がある とい うだけ で

図書館 を実際 に 利用 する か否 か は明 らか で は な

い 。 図書館の 公衆とは概念 だけあ っ て実質がな い

可能性がある 。 第二 番 目と して ，図書館の 利用者

グ ル
ープは非画

一
的 な存在 と と らえ る べ きで あ

る 。 こ れ は単 に語 義的 な差異 を意味する の で はな

く，公共図書館 が多様な利用 者 グ ル ープ に よ っ て

利用 され る こ とは，公共図書館サ
ービ ス の 価値 と

目的に と っ て の 中心的 な問題で あっ た
勵

a

　ベ レ ル ソ ンが 図書館利用者とサ ービス に つ い て

大胆な提言 を行 っ た背景 に は t 図書館 に関する確

固た る 将来像があ っ た。ベ レ ル ソ ン は コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン技術の 発展に ともなう メ デ ィ ア の 変容 と

そ うした メ デ ィ ア の 利用の 変化 を見据 えて ，公共

図書館 が マ ス ・メ デ ィ ア と娯楽的 な領 域 で 競合す

る傾向は増大す る と予測 して い る。 しか し永続的

に文化的価値 を保持 し続 ける資料を扱 い ，こ れら

を通 じた コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を担 う点 で
， 図書館

の コ ミュ ニ テ ィ に おける固有 の 役割が減少する こ

とは な い の だ と彼は 主張 した 。 公教育の 発展 に よ

る教育レ ベ ル の 確実な上 昇 もまた公共図書館利用

者 を増加 させ て ，質の 高 い 資料の 利用 を相乗的に

高め る と予測 された
3η

。 レポー
トの 結論部で ベ レ

ル ソ ン は公共図書館 の 方向を転換する 必要性 を強

調 した 。 すなわ ち コ ミュ ニ テ ィ に おける知識 コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 構図の 中で
， 特定の 影響力 を与

える こ とが で きれ ば，公 共図書館は文化的環境 の

発展 と充実 に効果的な貢献をす る こ とに なる の で

ある 。
ベ レ ル ソ ン は公共図書館が これ まで 自らを

規定 して きた理念的な図書館像 を打 ち破 り， コ ミ

ュ ニ テ ィ の 中で 独 自の ポ ジ シ ョ ン を確保する 必要

性 を主張 しなが ら，公共図書館の 変革 を促 した の

で あ っ た
zz）

。

　以上 が ベ レ ル ソ ン ・レ ポー
トの 概要で ある 。 す

で に述べ た よ うに報告書で 使わ れた様 々 な統計値

は，独自の 目的 と背景を持 っ た複数の 調査を情報

源 とし，統計的手法 も調査 ご とに異 な っ て い た 。

また 調査時点で 全米公共図書館 の うち約 70％ は

予算 4
，
000 ドル 以 下 の 厳 し い 状況 に 置 かれ る 中

で，調査対象 とな っ た の は予算 レベ ル が 高い 都市

部の 図書：館が多 く，非都市地域の 図書館は少なか

っ た 。 それゆ え彼は多様な公共図書館が存在す る

中で ，限定 され た調査館か ら抽出された調査結果

を全米 図書館の 実態 として提示 し，ラ イブ ラ リ ア

ン シ ッ プを
一

般化 し て論 じる こ とにつ い て の 問題

点を自覚 して い た 。 しか しそれ で もなお調査デ
ー

タか ら調査時点で の ア メ リカ公共図書館サ ービ ス

の 現実を描 き出すこ との 可能性 を確信して い た の

で ある
39）

。

3．考　察

　 ベ レル ソ ン ・レ ポ ー トはそれ まで の 図書館調査

に お い て部分的に しか 明らかに されて こ なか っ た

公共図書館の 本質的課題 を提示 して い た 。 本章で

は公共 図書館の 現実 に対する 分析視角が，ベ レ ル

ソ ン の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究者 と して の 経歴 を

反 映 し て い た こ とを示す 。 は じめ にベ レル ソ ン の

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 研究 に お ける 業績 を論 じる 。

続 い て ベ レル ソ ン ・レ ポー トに現れ る コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン研究の 影響 を明 らか に する 。

3．1 ベ レ ル ソ ン の経歴

　ベ レ ル ソ ン の 研究領域 は
， 図書館学をは じめ と

して マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 科学 ，

社会心 理学 ，

行動科学 に及ぶ
。 彼の 多様な研 究関心が レ ポ ー ト

に どの ように投影 して い る の かを探るた め に ，研
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究者 として の 出発点か らベ レ ル ソ ン の 軌跡 をた ど

っ て み た い
40）

。

　彼は 1936年 に ワ シ ン トン 大学 ラ イ ブ ラ リ
ー ・

ス ク
ー

ル を卒業後，英語学で 修士号を取得 した。

修士論文は A　BibtiograPhy　of　Chaucen， 1908−1935で

あ っ た 。 1936年か ら 1938年 ま で ワ シ ン トン 大学

図書館収書部 で 図書館実務に携 わ っ た後 ，GLS

で図書館研究 を再開 した 。 シ カ ゴ大学大学院の ラ

イブ ラ リー ・ス クール で は読書研究 の 第
一
線で 活

躍 して い たウ ェ イプル ズ に師事 し， 読書行動 を中

心 と した コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン研 究 に没 頭 した 。

1941年 に博士論文 Cimtent　EmPhasis，　llecognition　and

Ag7eements：An　Anal）sts　of　the　Role　of 　Communication

in　Deter7nining　1’
ttblic （iρinionを提出 し，シカ ゴ大

学か ら博士号 を受けた 。

　 194i 年 に ロ ッ ク フ ェ ラ ー財団研 究員 に な っ た

べ レ ル ソ ン は， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 科学 を中心 と

す る社会学領域 に研究 の 重点 を移行 して い っ た 。

第二 次世界大戦中は連邦通信委員会外国放送情報

活動分析部 （Foreign　Broadcast　lntelligence　Service

of 　the　Federal　Communications 　Commission ）の

メ ン バ ーと して
，

フ ァ シズ ム 国家 におけ る情報流

通 の 分析 に従事 して い る 。

　 ベ レ ル ソ ン は 1944年 に ア メ リカ の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 研究 に お ける代表的業績 を数多く生み だ

し た コ ロ ン ビ ア 大 学 応 用 社 会 調 査 研 究 所

（Bureau　of 　Applied　Social　Research）に移 り，ラ

ザ
ー

ス フ ェ ル ド （Paul　E 　Lazarsfeld）ら と共 に本

格的に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン研究に とりくむ ように

な る
41］

Q

　 ラザ ー
ス フ ェ ル ドらとの 共同研究を終えたべ レ

ル ソ ン は 1946年に シ カ ゴ大学 に戻 り，
GLS と社

会科学部 （Divisien　 of 　Social　Science）に迎 えら

れた 。 1947年 には GLS の 学部長 と大学 内の コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン 委 員会 （University
’
s　Committee

on 　Communication ）の メ ン バ ーを務め た。「公共

図書館調査」が行 われ た の は こ の 時期にあ た り，

調査報告書 The　Librar：v　k　Publicが 刊行 さ れ た の は

1949年の こ とで あ っ た 。 1951年には フ ォ
ー

ド財

団 の 行動科学部 （Behavioral 　Sciences　Division　of

the 　Ford　Foundation）の 部長 を務め ，1952年に

は ス タ ン フ ォ
ー ド行動科学 研究セ ン タ ーに 赴任

し，選挙行動 や 世 論形成 過 程 の 研 究を続 け た 。
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1957年に行動科学の 教授 と し て再 び シ カ ゴ大学

に戻 り， 1960年 に は コ ロ ン ビア大学の 応用社会

調査研 究所所長に 就任 した 。 1962年に 人 口 問題

調査会 （popuiation　Council）の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ

ョ ン研 究プ ロ グ ラ ム （Communication 　Research

Program ）に最高責任者として加 わ っ た 。

　以上の 経歴か らも明 らかで ある よ うに ベ レ ル ソ

ン の ア カ デ ミ ッ クな キ ャ リア は図書館学か ら始 ま

っ た もの の ，彼は特定の 分野 に限定され る こ とな

く複数の 領域で 横断的に 研究 を行 っ て い る 。 多領

域 にわた る研究を進め て い く中で，ベ レ ル ソ ン は

研究対象へ の 実証 的 ア プ ロ ーチ を研 究 ス タ イ ル と

して 確立 した 。 レポ ー トには こ うした べ レ ル ソ ン

の研究手法が直接反映 して お り，機能的側面か ら

公共図書館を社会的に位置づ けて い こ うとす るベ

レ ル ソ ン の姿勢がは っ きりとあ らわ れ て い る 。
レ

ポ
ー

トが執筆 された の は，時期的に ラザース フ ェ

ル ドらとの 共同研 究以降で あ り， 彼 らとの 研究に

よ っ て 得た コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究 の 成果が レポ

ー トに 反映 して い る可能性はある だ ろ う。 具体的

な影響 に つ い て 明らか にする ため，まずベ レ ル ソ

ン の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究が ど の よ うな もの で

あ っ たの か詳 しく分析 し， さらにそれらが レ ポー

トの どの 部分 に 反映 して い るか を検討 した い
。

32 　ベ レ ル ソ ンの コ ミュ ニ ケーシ ョ ン研 究

　こ こ で ベ レル ソ ン の 研究を，図書館研究か らメ

デ ィ ア研究 へ の 移行期 ，
コ ロ ン ビア大学応用社会

調査研 究所に お ける コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研 究期 ，

図書館研究再開期 にわけ，研 究の 変遷 を時系列的

に見て い きたい
。

　ベ レ ル ソ ン の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 研究の 出発点

は ，シ カ ゴ大学で の 指導者 ウ ェ イプル ズ との 共同

研究 にあ っ た 。 ウ ェ イプ ル ズ はすで に 1930年代

か ら読書研究を足が か りと して メ デ ィ ア の 比 較研

究を行 うよ うにな っ た
42’i
。彼 らの研 究の 焦点は読

書が読者に及ぼす影響を社会心 理学的 に探る こと

に あ り， それ らを明 ら か に する ア プ ロ ーチ は内容

分析 と呼称 された
43’1
。初期 の 内容分析 は，コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン領域 に お ける 様々 なメ デ ィ ア 分析へ

の 応 用可 能性 を含んだ研究方法 と して 存在 して い

た 。 ア メ リ カ の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 研究 を 1940

年代後半か ら強 く特徴 づ けて い く こ とにな る定量
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的方法に必ず しも収まりきれ な い 多彩 なメ デ ィ ァ

研究が内容分析アプ ロ
ー

チ の もとに展開された
” 〕

。

　ベ レ ル ソ ン は 1944年に コ ロ ン ビ ア 大学応 用社

会調査研究所の研 究員 と して ，ラザ
ース フ ェ ル ド

ら，
コ ロ ン ビ ア大学の グ ル

ープ と の 共 同研究を開

始 した 。 こ の 共同研究は大統領選挙における情報

の 流れ に つ い て解明 した 『ピープ ル ズ ・チ ョ イス

ーア メ リ カ 人 と大統領選挙』
45｝

に結実する 。 こ の

研 究は 1940年の 大統領選 をめ ぐる投 票者行動 を，

社 会心理 学的ア プ ロ
ー

チ か ら分析 した も の で あ

り，特定の 社会集団にお い て重要問題に対 して 常

に敏 感に 反応 し意見を述 べ るオ ピニ オ ン ・リー
ダ

ーの 存在 と，オ ピニ オ ン
・
リ
ーダーを通 じた ・一般

公衆へ の 情報 の 伝播 を立証 し 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン ニ 段 階 の 流 れ説」 を導 き出 した 。 こ の 理 論 は

1920年代か ら 1940年代 に かけて マ ス ・コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン の 効果論にお い て 主流で あ っ た，メ デ

ィ ア の 強 い 影響力 を説 く弾丸理論 を否定 し ，
マ

ス ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 効果 の 1垠定モ デ ル を打

ち出す こ とで ，1940年代 の ア メ リ カ の マ ス ・コ ミ

ュ ニ ケ
ーシ ョ ン受容理論 の 方向性を決定づ けた 。

そ して 1960年代後半に ， 限定 モ デ ル に代わ っ て，

あ らた に
一定の 社会環境下 で の マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン の 強力 な効果 を説 く新 しい 受容理論が 出

さ れ る まで ，二段階説は最 も影響力の ある理論 と

な っ て い た
46｝

。

　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 二 段階の 流れ説 を導き出

した ラ ザ
ー

ス フ ェ ル ドら との 共同研究 を終えたべ

　レ ル ソ ン は 1946年 にシカ ゴ大学 に戻 り，
マ ス ・コ

　ミュ ニ ケーシ ョ ン 研 究の 成果を もと に図書館研究

　を再 開 し た 。 1947 年 9 月か ら 1951 年 7 月 まで

GLS の 学部長 を務 め，シ カ ゴ で の 図 書館研 究 の

先導者 と して の 役割を果たす と同時に
，
世論研究

　を中心 とす る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究に も取 り組

　ん だ 。

　　ベ レ ル ソ ン の研 究内容 は時間 の 推移 と共 に ，図

　書館 と コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 両領域 に おけ る並行

　的研 究へ と変化 した 。 しか しなが らベ レ ル ソ ン の

研究者 と して の ス タ
ー

トが 図書館学か らは じまっ

　た こ と は 重要で ある 。 そ して シ カ ゴ大学に お い て

　ウ ェ イプル ズ を中心 と した読書研究が徐々 に メ デ

　ィ ア の 比較研 究 へ と広 が りを持 ち は じ め た時期

　に
，

ベ レ ル ソ ン は彼 の指導 を受けそ の 後本格的に

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン研究 へ 入 っ て い っ た の で あ

る 。 GLS におけ る ラ ジ オ ・テ レ ビ とい っ た新 し

い メ デ ィ ア と図書館利用 の 比 較研究は
，

あ くまで

も図書館研究の 延長線上 にあ っ た
47）

。
こ の よ うな

経緯を考慮す るな らば
，
ベ レ ル ソ ン ・レ ポ ートは ，

社会と図書館 の 連関 を重視 し，社会的文脈の 中で

図書館 の機能 を解明 しよ うとする シカ ゴ大学図書

館研究の 伝統を継承 した発展的研究 と とらえる こ

とがで きる 。

3．3 ベ レル ソ ン ・レ ポー トの 中心的論点

　本節 で は べ レ ル ソ ン の 研 究背景が レ ポー トの 内

容に どの ように反映 して い るの か を具体的に検討

する ため に，レ ポ ー トの 中か ら中心的論点と し て

（1） コ ミュ ニ テ ィ にお ける コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン機

能 と して の 公共図書館 ，（2）オ ピ ニ オン ・リー
ダ

ー
へ の サ

ービ ス ，（3）公共図書館存在の 象徴 的価

値，の 三 点を抽出し ，
以下個別 に考察 を進め る 。

3．3．1．コ ミュ ニ テ ィ における コ ミュ ニ ケーシ ョ

　　　 ン機能 としての公共図書館

　まず ベ レ ル ソ ン が レ ポ
ー トにお い て公共図書館

を コ ミュ ニ テ ィ の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 機能 と して

分析 しようと試み て い た点 につ い て 論 じる。図書

館研究 と コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 研究を並行 して 進め

た べ レ ル ソ ン は，公共図書館を特定の 役割 を持 っ

た コ ミュ ニ テ ィ の 情報源 として 認識 し，そ の 発展

の 可 能性 を コ ミ ュ ニ テ ィ の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 全

体を視野に 入 れ た総合的な構図 として 描 き出そ う

と して い た 。 こ の 試み はべ レ ル ソ ン の 図書館利用

者論 を図書館 の 内部的な議論に とどまる こ との な

い マ ク ロ な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン研 究へ と導 い た 。

　 マ ス ・メ デ ィ アが ア メ リカ人 の 生活 に深 く入 り

込み
， 市民の 生活を変革 しつ つ ある こ と に対 して

，

ベ レ ル ソ ン は コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 研究者 として 非

常 に敏感で あっ た 。 また r公共図書館調査」自体 ，

マ ス
・メ デ ィ ア 時代に お け る公共図書館 の あ り方

を解明 して い くこ とを調査の 重要な課題 として 掲

げ，コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン研究者 を起用 して 研究を

進め て い た こ とは，す で に述 べ た とお りで ある 。

　 彼は レ ポ
ー

トと同時期 に Rurat　Sociologyに
“The

Role 　of 　the　Social　Scientist　in　Library　Research
”
と

い う論文 を発表した
4S）

。
こ の 論考 はべ レ ル ソ ン が
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社会科学者 の 図書館研 究へ の 貢献につ い て述 べ た

もの で ある と同時 に
，

ベ レ ル ソ ン 自身が 自らの 研

究姿勢 を表明 した もの と と らえる こ とが で きる 。

すな わ ち レ ポ
ー

トを まとめ た 時期 の べ レ ル ソ ン

が
， 図書館を対象 とする社会科学研究 に つ い て ，

方法論上 の 枠組み を提示 した論文 とい える 。

　ベ レ ル ソ ン は こ の 論文におい て
，

マ ス ・メ デ ィ

ア を含め た様々 な情報源 か ら構成 され る コ ミ ュ ニ

テ ィ の コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 中に公共図書館 を適

正 に位置づ ける た め の 背景 と文脈 を整 理す る上

で
， 図書館研究 に対 し社会科学 の 方法論と成果を

導入する必要性 を訴 えて い る
49〕

。 同論文で は社会

学的方法論の 貢献と して，問題状況 の 明確化 ， 図

書館専門職 に関す る問題 の 定式化 ， 社会学 に おけ

る
一一般原則の 図書館へ の 適用 ， 特定問題へ の 方法

論の 提供の 四点が挙げ られ，個 々 の 枠組み につ い

て図書館研究へ の 応用可能性が具体例 とと もに論

じら れ た
。

　ベ レ ル ソ ン は
一番 目に挙げ られた 「問題の 状況

の 明確化」の 点で ， 社会科学が公共図書館 をと ら

える た め の社会的文脈を設定し，特に コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 過 程に関 して

一定の 体系的枠組み を提供

す る こ とを指摘する 。 こ の よ うな枠組み の 中で 図

書館は コ ミ ュ ニ テ ィ の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン機関 と

して分析 され る べ きで ある とべ レ ル ソ ン は認識 し

て い た 。 こ こ に 述べ られ て い る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 機能か ら公共図書館 を とらえる分析視角は ，ベ

レ ル ソ ン 自身が図書館分析 に臨む時の 基本的な立

場で あ っ た と い え る
50）

。

　
一

方，実践に携わる図書館員は ，
こ の 時点 で新

しい メ デ ィ ア に よ っ て 形作 られ る コ ミ ュ ニ テ ィ の

コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 環 境全体を視野 に入れ た総合

的な構図を描 くこ とよ りも， 新 しい メ デ ィ ア を図

書館サ
ービ ス の ため の 手段の 拡張 として とらえて

い た 。 すなわちメ デ ィ ア に つ い て の 議論の 焦点は，

新 しい メ デ ィ ア を図書館 に い か に 導入するか と い

う点に当て られ て い た
511

。

3．3．2．オ ピニ オン
・
リ
ーダーへ の サ

ービス

　次 に 図書館利 用者 をオ ピ ニ オ ン ・リー
ダ
ーと し

て と らえる論点 を検討する 。
ベ レ ル ソ ン は

， 図書

館利 用者が コ ミュ ニ テ ィ にお け る オ ピニ オ ン ・リ
ー

ダ
ー

で ある こ とを突 き止 め
， 公共図書館は こ う
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した少数の 堅実 な利用 者に 向けたサ ービ ス を行 う

べ きである と述 べ て ，図書館界に新 しい サ
ービ ス

の 方向性 を提示 した。
ベ レ ル ソ ン に よれ ば

， 公共

図書館は 図書館員が想定 して い た よ うには利用 さ

れ て い なか っ た。彼は ア メ リカ の 市民が体系的な

自己学習の 取 り組み の 中で 計画的 に 図書館を利用

す る こ とは少な い とし，図書館の サ
ービ ス 方針を

利用の 実態 にそ っ て再定義すべ きだ と主張 した の

で ある 。

　すで に述 べ た ように，ベ レ ル ソ ン は ラザース フ

ェ ル ド ら との 共同研究 に よ っ て
，

コ ミ ュ ニ テ ィ に

お ける オ ピニ オ ン ・リ
ー

ダ
ー

シ ッ プの 重要性を実

証的に裏付 け ， オ ピニ オ ン ・
リ
ーダーか ら一般市

民へ の 影響力を具体的な調査 デ ータ と共に示 して

い た 。 こ うした コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究の 成果が，

公共図書館 にお ける オ ピ ニ オ ン ・
リ
ーダーへ の 集

中的サービ ス を主張す る際 の 拠 り所となっ た の で

は な い だろ うか 。ベ レ ル ソ ン は レ ポー トにお い て

自らの コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン理論 につ い て 説明する

こ とな く，
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 二 段階の 流れ理

論 と図書館利用 者に よるオ ピニ オ ン ・リ
ーダー

に

つ い て 直接的な関係を示す こ ともなか っ た 。 その

た め レ ポ ー トだけか らで は，図書館利用者 と して

の オ ピニ オ ン ・リ ーダ ーと コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン研

究上 の オ ピニ オ ン ・リーダーが 同
一

概念で ある か

ど うか に つ い て 判断す るこ とはで きな い
。 こ こで

再 び
， 先 に言及 した R 秘γ祕 8画 踟 紗 誌の 論文 を手

が か りに して ，ベ レ ル ソ ン の 図書館利用者 とオ ピ

ニ 才 ン ・リ
ー

ダ
ー

の 関連付 け に つ い て検討 した

い 。

　ベ レ ル ソ ン は社 会科学の 図書館研究 へ の 貢献の

第三番 目の 観点 として社会科学領域にお ける研究

成果の 特定機関 へ の 適用 を挙 げ ， 具体例 と して オ

ピ ニ オ ン ・リ
ー

ダ
ー

の 概念 をとりあげて い る。ベ

レ ル ソ ン は コ ミ ュ ニ テ ィ における多様 なレベ ル で

の リーダー ・グ ル ープ の 構成 を扱 う研究が ，図書

館 の 実践 に密接 に か かわ っ て い る こ とを指摘 し ，

図書館利用者と して の オ ピニ オ ン ・リ
ー

ダ
ー

の 役

割や ， 彼 らへ の サ ービ ス の重要性 に つ い て論 じて

い る。こ こ で ベ レ ル ソ ン は社会科学研究で の オ ピ

ニ オ ン ・リー・ダーの 概念を展開させ て
， 図書館サ

ービ ス におけ る論拠へ と体系化する こ とを主張 し

て い る
52〕

。
ベ レ ル ソ ン ・レ ポ

ー
トに お ける勧告の
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柱 とな っ た オ ピ ニ オ ン ・リ
ー

ダ
ー

へ の サ
ービ ス

は ，エ リー ト主義的な立場か らなされた の で はな

く，コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 理論を基盤 として提示 さ

れ て い た とい える 。

　 また レ ポ ー トに お い て オ ピ ニ オ ン ・リー
ダ
ー

は

「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・エ リ
ー ト」 とい う術 語で

も表現 された 。
ベ レ ル ソ ン は こ の 語を コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ・メ デ ィ ア に対する高度な活用能力を有

する グ ル ープとして定義づ けてお り，従 っ て
一般

的な使用にお い て意味されるよ うな政治的 ・経済的

に優位 に ある社会集 団を指すもの で はなか っ た
謝

。

しか しベ レ ル ソ ン は報告書の 中で コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン ニ 段階の 流れ理論 に つ い て言及 しなか っ たた

め ，こ の 点は オ ピ ニ オ ン ・リー
ダ
ー

や エ リ
ー

トに

つ い て ，読者の 不正確 な解釈 を招 く要 因に なっ た

と考えられる
54）

。

3．3．3，公共図書館存在の 象徴的価値

　三番目の 論点 と して 公共図書館存在の 象徴的価

値につ い て考察する 。
ベ レ ル ソ ン が 図書館利用者

をオ ピ ニ オ ン ・
リ
ーダ ーと し て

， 図書館 を コ ミ ュ

ニ テ ィ
・メ デ ィ ア と して とらえる こ とで，新しい

公共図書館像を確立 しよ うとして い たこ とが，こ

れ まで の 二 つ の 論点から明 らかに された 。 レ ポー

トに お ける もう
一

つ の 重要 な概 念が ，コ ミ ュ ニ テ

ィ にお ける公共図書館 の シ ン ボ リ ッ クな価値で あ

る 。
ベ レ ル ソ ン は レ ポ ー トの 中で ，住民が 図書館

を利用 しな い に もか か わ らず，積極的に こ れ を支

持 しよ うとす る感情 を持 つ の は，知識を重視する

ア メ リカ社会 におい て
， 図書館が 教育的役割 を担

う施設で あ る こ とを源に して発せ ら れ る 威光効果

に よ っ て生 じた もの だ と分析 して い る
D

％ ベ レ ル

ソ ン は ア メ リカ市民が 実際の 図書館利用 と異な る

レ ベ ル で ， コ ミ ュ ニ テ ィ が 公共図書館 を持 つ こ と

の 象徴的 な意味 を支持 し て い る こ とを明 らか に

し，そ の こ とを コ ミュ ニ テ ィ にお ける図書館の 位

置づ けと存在意義を解釈 して い く一ヒで の 重要な要

因 ととらえた。

　市民の 図書館 へ の 肯定的感情 は
，

ア メ リカ人 の

自己改善 （self−improvement ）へ の 希求に 裏付 け

られ る もの で ある 。 ア メ IJ 力市民 の 図書館 に対 す

る意識 は ，単 なる知的機関へ の 賛同を越 えて
， 自

己学習の場 を コ ミ ュ ニ テ ィ に確保す べ きだ とす る

ピ ュ
ー

リ タ ニ ズ ム に 支えられ
， 個人の精神の 深 い

レ ベ ル に根 を下ろ して い る の で ある
56〕

。 「公 共図

書館調査」を ALA か ら委託 され た社会科学研究

会議 （Social　Science　Research　Council＞の 会長

ヘ リ ン グ （Pendleton　Herring）の 次 の よ うな発

言は，公共図書館の コ ミ ュ ニ テ ィ における シ ンボ

リ ッ ク な位置づ けを的確 に表現 して い る 。

　文化的伝統に根 ざす コ ミュ ニ テ ィ の 図書館 は，

　教育機会の均等や思想 ，
コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン の

　自由 とい っ た
， 我 々 の 慈 しん で きた伝統 を象徴

　す る もの で ある
。 学校や教会と共にそ れ は ア メ

　 リカの 風景の
一

部 とな っ て い る
5η

。

　 ベ レ ル ソ ン は公 共図書館の 象徴的意義の 重要性

が コ ミ ュ ニ テ ィ の構成員に よ っ てす で に共有され

て い る こ とを レ ポー トで 確認する と同時に
， 公共

図書館の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 機能に着目 して 公 共

図書館固有の領域 を明示 した 。
つ まりレポー

トは ，

コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける 知的活動の 拠 り所と して の

図書館の象徴的な意義を提示 しなが ら，堅実な資

料サ
ービ ス を中核 とす る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ・シ

ス テ ム と して の 公 共図書館の あ り方を明確に規定

して い た 。
コ ミュ ニ テ ィ構成員の 啓蒙を導 く社会

機関 とい う伝統的な公共図書館理念は， コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン 理論 に基づ い て提示 された資料供給機

能を担 う実践 として 方向づ けられ た の で ある 。

お わ りに

　従来の 図書館調査で は，図書館側か ら見た利用

者の タイプ （性別 ・年齢）ある い は ， 貸出し図書

の タ イプ （ブ イ ク シ ョ ン ・ノ ン フ ィ ク シ ョ ン）の

量的な 評価 に と どま っ て い た の に対 し，ベ レル ソ

ン は メデ ィ ア をと りま く外 部の 社 会的要因も含

め
， 分析成果 と して 現れ た デ ータ の 原因に 着目 し

て い る。利用者の情報行動 と図書館利用の 動機 に

焦点を当て て デ ータ を評価する姿勢 をベ レル ソ ン

は杜会心理学的 ア プ ロ ーチ と呼び
， 図書館研究 に

おける 重要 なア プ ロ
ー

チ とみ な した
謝

。
こ の 立場

が レポ
ー

トにおけ る図書利 用 と他 の メ デ ィ ア の 比

較 を重 視す る分析方法に あ らわれ て い る。結果 と

して レ ポー トは従来の 図書館調査で は見 られな か

っ た分析の 広が りと深 さ を持つ こ ととなっ た 。

　 しか し
一

方で ベ レ ル ソ ン の 公共図書館分析 に お
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い て
， 分析 の 焦点はあ くまで も図書館 の コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン ・プ ロ セ ス に 置か れ て い る 。

こ こ で は

既存の マ ス ・コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 枠組み は 自明

の もの とされた上 で，公 共図書館活動が論 じられ

て い る 。 公共図書館 は 図書を中心 と した メ デ ィ ア

を通 じてサ
ービ ス を行う機関で あ り，マ ス ・メ デ

ィ ア自体が含 む問題は，図書館の 媒介に よ り社会

に対 しネガテ ィ ブな影響 を与える可能性 をも持 っ

て い る 。 しか しなが らベ レ ル ソ ン の 公共 図書館論

で は そ うした問題へ の 言及 は なされ て い ない 。 そ

れ は社会的営為 で ある メ デ ィ ア と人間の 関係 を調

査情報源 の 分析 の 精度を上げる こ とに よ っ て の み

解明 しようと して い た
， 同時代の ア メ リカ コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究自身の 持つ 弱点で もあ っ た 。

　ベ レ ル ソ ン が 籍をお い た コ ロ ン ビ ア 大学応用 調

査研究 所 に お い て 1940年代 に フ ラ ン ク フ ル ト学

派に よ っ て ，
メ デ ィ ア の 効果 と社会搆造に つ い て

の 批判的研究が 展開され て い た
59｝

。 そ うし た研 究

と図書館研究が豊 かな学問的交わ りを持つ こ とが

で きなか っ たの は なぜなの か，ある い は交流が可

能で あ っ た の か に つ い て は今後の研究の 課題 とし

た い Q

　本稿 を まとめ る に あた っ て
， 査読者の 方か ら貴

重 なご示唆 をい ただきました。こ こ に記 して 感謝

の 意を表 します 。
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）6

）7

）8

）9

10）

11）

（Cent「ibutions　in　Librarianship　 and 　Inforvnatien

Science
，
　Number 　90＞

川崎良孝 「図書館調査 と図書館 サ ービ ス 」『図書

館サ ービ ス の 測 定 と 評価 』森耕 編 　日本図書

館協会，1985，p．37−84．川 崎 は 図書館調査の 歴

史的 系 譜 と して，ベ レ ル ソ ン ・レ ボ ートを 代表

とす る 「調 査 結果 を事実 と し
， その 事 実 を あ る

が まま に 受け入 れ る こ と で ，図 書館 サ ービ ス の

目指 す べ き方 向 を 設定 し よ う」 とす る 第
一

の 系

譜 と，「調査結果を批判的に 受け と め ，そ こ か ら

図 書館 サ
ー

ビ ス の 目指 す べ き方向 を設定 し よ う

とす る 」第二 の 系譜 を指摘 した 。同書，p，68，
74．
Williams，　Patrick．『ア メ リ カ公 共図書館史 ： 1841

年
一 1987年』 匚  θ ん 痂 ‘απ 凸 め〜ゴ6L 伽 窃り 侃 4 伽

Ph。blem 。f　Pu 　rPose］原 田勝訳，勁草書房，1991，

P．91
−ll7．

川崎は べ レ ル ソ ン が 「顕在化 され た 要求」を重

視す る立 場 を と っ た が ゆ え に ，「地域住民全体 の

情報 ニ
ーズ 」 を重視 して い た図書館員 に対 して

説得力 は 持 た な か っ た もの の 「公 立 図書館 の 理

念を十分 に理 解 して お り，そ の ヒで ，理念 と現

実 の 区別か ら論 を展開 し て い る」と述 べ て ，第
一

の 系譜 と実践 との 距離 を明らか に した。前掲

6），　p、75−76．
公共 図 書館 に お け る実践 と 思想 の 関係 に つ い て

は 次の 文献で 論 じた 。 吉 田右子 「ラ イ ブ ラ リ ア

ン シ ッ プ に お け る 理論 と実践
一 1920年代 か ら

1950年代の 米国公共図書館 を中心 に 」『図書館情
’

報学の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 』日本図書館情報学会

研究 委員会編　日外 ア ソ シ エ
ー

ッ ，1998，p．
95−115．（論集 ・図書館情報学研究の 歩 み　第 18
集）

公 共図書館調査 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究 に つ

い て論 じた以下 の よ うな先行研究 が あ る 。

a）前掲 3），p．38
−44．

b）Raber，　Douglas “Inq匸liry　as　ideology：The 　poli−

　 tics　of 　the 　Public　Library　Inquiry，
”Libran

’
es

　 and （；utture ・VoL　29，　Vo．　L　M 「inter　1994，　P．
　 55−58．
c）前掲 5） ，p．53

−55．
前掲 3），p、38−39．「公共 図 書館調査」の 責任者で

あ る リーは，コ ロ ン ビ ア 大学応用社会研究所 の

ク ラ ッ パ ー
（loseph　T 　K］apper ＞に，マ ス

・コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン 研 究 の 詳 細 な レ ビ ュ
ーを 委任 し，

ク ラ ッ パ ーは 以 下 の 報告書 に まと め た 。 Klapper，

Joseph　T．　 The　Etfects　qf　Mass 　Media ．　New 　York，
Bureau 　of　App ］ied　Social　Research，　Columbia

Universiry，1949，1vol．こ の 成果 は総合報告書第

三 章
“The 　Business　of 　Communicati 〔m

”
の 中 に取

り込まれ た。Leigh ，　Robert．7
’
he　Pubtic　Library　in

the　United　States： The　G8η跚 ‘助 oπ of 　the　Pubtic

乙伽 αワ 1η興 吻．New 　York，　Columbia 　University

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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12）

13＞
14＞
15）

 

恥

囲

謝

鋤

鋤

跏

劉

鋤

謝

鋤

 

胸

劉

謝

鋤

謝

謝

鋤

細

錮

跚

謝

鋤

如

41）

Press，1950，　p．25−52．

前掲 10）b），p．56．，前掲 5），　 p．53−54．

前掲 3），p．40．

前掲 5），p．53−55．

Campbell ，　Angus ．　and 　Metzner ，　Charles　A ．　Public

Use（of 　the　Libla，rp　and 　of 　Other　Sources　of 　lnformation・

Institute　for　Socia］　Research ，　 University 　of

Michigan
，
　Ann 　Arbor，　Michigan，1950，　vii，84p，キ

ャ ン ベ ル の 調 査報告書 に つ い て 川崎 は
， 常連 に

よ る 図書館利 用 率の 高 さ を示す べ レ ル ソ ン 調査

と類似 し た結果 を導 き出 して い る に も 関 わ らず ，

限 定 さ れ た利 用 者 へ の サ ービ ス を提唱す る の で

は な く潜在的利用者 の 掘 り起 こ し を 示 唆 す る点

で ，ベ レ ル ソ ン ・レ ポ ートと は 異 な っ た 方向へ

結 論 づ け ら れ て い る と 分 析 す る。前掲 6），p．

71−72．
前 掲 1），p．5

−6．

前手曷1），　P．6−10．

前 掲 1），p．10−15，

前掲 1），p．17
−18．

前掲 1），p．19
−24．

前掲 1），p．　24
−30．

膏な掲 1），　p．40
−46．

前掲 1＞，p．46−49．

前掲 1），p．51
−61．

前掲 1），p．74−76．

前掲 1），p．　79
−82．

前掲 1＞，p．84
−85．

前掲1），p，96−99．

爵ii掲 1＞，　p，99
−106．

前掲 D ，p．　123．

前掲 1），p．124．

前掲 1），p ，124−129．

前掲 1），p．129−131．

前掲 1＞，p．131
−132．

前掲 1），p．132−133．

前掲 1），P．133．

前掲 1），p，134
−135．

前掲 1），p．135．

前掲 1），p．143
−146．

ベ レ ル ソ ン の 研究歴 と業績 に つ い て は 主 と して

次の 文献 を参照 した 。

a ）Asheim，
　Lester．“Bereison，　Bernard 　Reuben

　　l912−1979，
”
　SuPPIement　to　the　Dictionar）

’qf

　 Amen
’
can 　LibraTJy　BiograPh），・　Wayne 　Wiegand 　A ・

　 ed ．　Englewood ，　Colo、，　Libraries　Unlimited ，

　　1990，p．12−15．

b＞Asheim ，　 Lesten
“
Bernard 　Berelson （19L2−

　　1979＞，
”Librar），（2uartertPl．　Vol．50，　No ・4，0 ⊂t・

　　1980，p．407−409・
コ ロ ン ビ ア 大学応用社会調査研 究所 に お け る コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研 究 に つ い て は 次 の 文献 に 詳

し く解説 され て い る 。 Lazarsfeld，　Paul．「社会調

2344

44＞

45）

46）

47）

48）

査 史 における ひ とつ の エ ピ ソ
ード ： メ モ ワ

ール 」

「社会科学者 ・心 理 学者』荒川幾男 ，
山 口 節郎 ，

近 藤邦 夫 ，今防 人 訳 ，み すず 書 房 ，1973，p．
181−267．（亡 命の 現代史 4

，
知 識 人 の 大 移 動 2）

前掲 9＞，p，101−102．

河井弘志 『ア メ リ カ に お け る 図 書 選 択論 の 学説

史的研究』日本図書館協会 ，
1987

，p．295
−298．内

容分析 は ラ ス ウ ェ ル （Harold 　D ．　Lasswell＞ に よ

る 宣伝や 世論 に つ い て の 政 治 イ デ オ ロ ギ ーの 研

究 を 出 発 点 と して お り，1930年代 に ラ ジ オ を は

じ め とす る 各種 メ デ ィ ア の 分 析 に適 用 され る よ

う に な っ た 。Berelson ，　Bernard ．『内 容分析 1
［C。 ntent 　Analvsis］稲 葉三 千 男 ・金圭煥訳，み す

ず書房，1957，p．5．〔社会心 理 学 講座 7，大衆 と

マ ス ・コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ）

こ の 時期 に ドイ ツ か ら ア メ リ カ に 亡命 した フ ラ

ン ク フ ル ト学派 の 研究者 に よ っ て ，ラ ジ オ を研

究対象 と した内容分析が，質的方法論 と量 的方

法論 を 融合 し た 形 で 進 め ら れ て い た。広井脩

「『批判的 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究』 ノートーア

メ リ カ 初期 ラ ジ オ研 究 の
一

側面」『東京大学新聞

研究所紀要』第 25号，1977，p．61．

　 た だ し ア メ リ カ コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研究 は，

その 後そ の 初期 の 質的研究 を含む メ デ ィ ア に対

す る 社会 的分析か ら離れ て ，政策管 理 的 な 側面

を重視す る 経験的 な ア プ ロ ーチ を主た る 手法 と

す る 量的研究へ と発晨 して い く。 そ して 内容分

析 も ま た べ レ ル ソ ン が 「表明され た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 内容 だ けを ふ つ うは 扱 い ，原則 とし て ，

内容が 表現 し て い る か も しれ ぬ 隠れ た 意図 や ，

内容が ひ きお こ すか も しれ ぬ か くれ た反応 は 直

接 に は問題 と しな い 。

…
中略

…内容分析で 根本

的 に 重 要 な の は，分析用 の カ テ ゴ リ
ー
が内容 中

に 出現 す る 度合 ， す な わ ち カ テ ゴ リーが 相対的

に 強 調 され た り，無視 され た りす る 度合 い で あ

る 。

…
中略

…内容分析は表明 さ れ た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 内容 の 客観的

・
体系的

・数量 的 記述 の

た め の 調査技術 で あ る 」 と述べ る よ うな定量的

ア プ ロ ーチ へ と変化 を遂げ方法論 と して 確立 し

た 。 前掲 43）Berelson，　p．4
−5．

Lazarsfeld，　Paul　F．，　Berelson，　Bernard ，　Gaudet ，

Hazel．「ピ
ープ ル ズ ・チ ョ イ ス ーア メ リ カ 人 と大

統領選挙一』［コ
’
he　PeoPle　ts　Choice： How 　the　v’oter

Make．s　uP 　hi∫　Mind 　in　a　Pb，t，si
’
dential　CamPaign，3rd

ed ．］有吉 広 介監 訳 ，芦壽 房，1987，266p．

佐藤毅 『マ ス コ ミの 受容 理 論』法政 大学出版局，

1990，p．4
−15．（叢書　現代の 社会科学〉

吉 田 右子 「図 書 館 情 報 学 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

科 学
一

学問的系譜 を 中心 と し た 関係性 の 考察」

r図書館学会年報』Vol．41，　 No ．1，　 March 　1994，

p．23
−26．

Berelson，　Bernard．
“The 　role 　of 　the　social　scien −

tist　in　library　research ，
”Rurat　Seciolo9ツ・VoL　14，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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49）

50）
51）

52）
53）

54）

No ．3，1949，　p．244−249．

同 f／，　tp ．244−245．

同 ヒ， p．245
−246．

ラ ジ オ の 発明 か ら テ レ ビ ジ ョ ン の 出現 に い た る

エ レ ク トリ ッ ク
・メ デ ィ ア 隆盛期 に ，公 共図書

館 は 積極的 に こ の ニ ュ
ー

メ デ ィ ア を 図書館 サ ー

ビ ス に活用 し，ま た新しい メ デ ィ ア の 功罪 に つ

い て も様 々 な 議論 を行 っ て い る 。 た だ し こ の よ

うな メ デ ィ ア 活動 に携 わ っ て い た の は ご く小数

の 公 共図書館 に 限 ら れ て い た 。 吉 田右子 「図 書

館 と ラ ジ オ・メ デ ィ ア ： 1920年代〜40 年代 ア メ

リ カ公 共 図 書館 の ラ ジ オ放 送 活 動」「図 書館学会

年報』V61．41
，
　 No ，3／4，

　 Dec ．1995
，
　 p．97−110．

前掲 弼 ＞p．248−249．
ウ ィ ル ソ ン （Pauline　Wilson） は，ベ レ ル ソ ン に

よ っ て 示 され た，高度 な 情報利用能力を持 つ グ

ル ープ と して コ ミ ュ ニ テ ィ
・エ リートの 存在 を

規定 し，彼 らが ど の よ うな 情報行動 を と る の か

を，公 共 図 書 館 利 用 と関 連づ け て 実 証 的 に調 査

して い る。Wilson，　Pauline．　A （］ommunit ．v　Elite　and

the　Public　 L伽 αり ： The 　 Use，s　 of 　lnformation 　 in

LeadershiP．　Westport ，　Conn ・，　Greenwood 　Press，

1977，p．22
−59．　（Contributions　in　Libraγianshi戸and

lnfOimation　Science，　Number 　18）
ベ レ ル ソ ン に 対 し て は，コ ミ ュ ニ テ ィ全体へ の

サービ ス を信条 とす る 図書館関係者か らの 激 し

い 反発 が あ っ た 。 た と え ば ア イ ダ ホ 州 ポ カ テ ロ
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@50匚

匚」

@

　

　

　
78

55 【 0 州 立カレ ッ ジ の 図 書館員オボラー

Eli 　M．
Oboler ）はべ レルソ ンを ， 公

図 書 館を コ ミ ュ ニケー シ ョ ン ・エ リ ート の

めの 象牙 の 塔にし よう と 企てる 非民 主 主 義

だ と 批
判

した 。 そし てエリー ト
で

はな い 納

者は， エリ ー トの み を 対 象 としたサービ ス

関 である 図書館に税 金 を 払 う だ ろ う か，と

い調 子 でベレ ルソンを糾弾 した 。Oboler

，　Eli　M ，“The　elite　

d　the　publiclibrary， ”Lib ，，arp ，／ourvza4 　Ve ］．
75，　No

14，　Aug．1950
p．1283 − 12

． 前 掲 1 ）， P ． 124 ． 自 己 改 善 の

要 性 とコミ ュ ニ テ ィにお けるそれ らの達成

アメリ カ 成 人 教
育史及び

公 共 図 書館 思 想 史におい

． ．一一貫し て 重 要 視

れ てきた。次 の文献を参照のこと。 a ）小

勉 編r欧米社会教育発達史』．亜紀書房， 　1978 ，p
287 − 288 ．（講座・現代

社
会教育

  b ）前掲43） 河井，p．29 −37 ． c ） Ditz

n ，　Sidney ． 「民主主義と図 書館』 　［ A ・ ・enat ・ ・f 　 a

P 齠 ・crati ・

c
・Uure ・ 湾∫・磁’ 　翫 ∫ 吻 q価 8A 翩 ’

膠 謝ど6ムibrary 　M・venzent 　in 　New　England　and 　the　Mi

le 　Statesfrom 　 1850 　to
　

00 ］川崎 良孝，高島涼子，森耕．一共訳，大 　阪

日本 図書館研究会，1994，p．60−

． 前掲ll）Lei
，　 p．　vii ． 前掲1），

Dll3 ． 前掲4D ，　p ．
181

− 287 ． Bemard 　Berelson’s　Thou

t　on 　Public　Library 　Use 　　　　−A　Study　o

@The 　Librar ：

@ls　Publie 一 Yuko　YOSHIDAひη・ivers｛ ty 　OfLitn ”

y 　a．nd 　lnfcrrrn αt｛o呪Sc 漉c¢ 　The 　purpose 　of 　this 　paper 　is 　 to　take 　up　The 　Libr αry，s　Publ

：ARel 〕o性qプ仇θPubtic 乙ibrαry ∬nquiry，　an　analytical 　report 　of　public 　library 　 users 　by　Bernard　Ber
son

　made　as　a　part 　of 　the 」」Public 　I．ibrary　Inquiry’L　an 　investigation　into 　the 　social ，　political　and 　eco

mic　positioning 　of　publiclibraries ．　This　paper 　exam 血es　how 　Berelson ，s　assertion 　of　the 　public 　libr

y　as 　a　service 　to　opinionleaders 　arises 　in　view 　of 　his 　research 　background．　As 　the 　result，　it　becam

@clear　that　to　explain 　howpublie 　libraries　were　used　in　the　l940s ，　Berelson 　utilized 　information 　

urees　other　than　communitypublic　libraries　in 　his 　analysis 　and　the　methods 　and　thought 　of　his 　eom

nication　research　renectedin
　

the　report．　Though 　BerelsQn ，s　report 　did　not　 necessaVily　have　a　direct　
paet 　on　the　public　libraryoperation ，　the　contentions 　made 　in　this 　report 　are　very 　important　as　publ
　library　theory，　includingthe 　essential 　points 　with　regard　to　th

@users 　 of 　 public 　 libraries ．


